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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和元年８月から１０月までに開催された定例会（第３回）・臨時会（第７回・８回・９回）
で審議された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　作井決算審査特別委員長より本特別委員会に付託された全ての決算認定について委員会
審査報告がされた後、委員長報告に対する討論がされました。

※ 詳細については４ページをご覧ください。

■ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

■ 高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書

下記２件の意見書を可決しました意見書

第３回
定例会

令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第３号）
を可決

　歳入歳出それぞれ1億4182万円を追加し、歳入歳出予算
の総額を93億7036万円としました。
　可決された主な補正予算の内容は下記のとおり。

■ ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・・2032万円
■ 子ども・子育て施設型給付費・・・・・・2774万円
■ 子ども・子育て施設等利用費負担金・・・・880万円
■ ひらふスキー場第1駐車場安全管理業務委託料
　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・644万円
■ 除雪業務委託料・・・・・・・・・・・・・330万円
■ 排雪業務委託料・・・・・・・・・・・・1720万円
■ 防災用備品購入・・・・・・・・・・・・・195万円
■ 防災行政無線移設工事設計業務委託料・・・165万円

　収益的支出の予定額を450万円追加し、可決された補
正予算の内容は下記のとおり。

■ 比羅夫1号井戸内挿管設置工事・・・・・・450万円

令和元年度 倶知安町水道事業会計補正予算（第２号）
を可決

倶知安町宿泊税基金条例の制定についてを可決

　設置の理由としては、宿泊税で徴収した金額のうち、次
年度以降に繰り越す金額を基金に積み立て、必要になった
際に使用するためです。
　なお、この条例は宿泊税が課税される令和元年11月1日
から施行されます。

　歳入歳出それぞれ1824万円を追加し、歳入歳出予算の
総額を93億8861万円としました。
　可決された補正予算の内容は下記のとおり。

■ 旧胆振線跡地宅地造成工事・・・・・・・1824万円

令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第４号）
を可決

第３回定例会最終日
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請願審査報告
（採択すべきものと決定）

請願第1号
　放課後児童クラブの拡充を求める請願書

＜請願の趣旨＞
　近年、女性の就労拡大に伴い、放課後児童クラブの利用児童
数は年々増加し、子どもが安全に安心して放課後を過ごせる放
課後児童クラブのニーズは高まっている。
　利用状況を見ながら、段階的に受け入れ体制の拡大の検討、
準備、さらには抜本的な見直しを図るよう求める。

（1）放課後児童クラブの利用を、まずは3年生まで利用出来
　　  る受け入れ体制を整えて頂きたい。

（2）南児童館の施設内整備と放課後児童クラブとして機能出
　　  来るように整えて頂きたい。

　北海道新幹線延伸に伴い、第1倶登山橋の架け替えが必要
になったことから工事請負契約が可決がされました。
　特に冬期間の通行の危険性について懸念されている箇所で
もありますが、比較的曲線が少ない道路へと整備されます。
　この工事による全面通行止めは生じないと説明を受けま
した。

契約の方法     指名競争入札の結果落札
契約金額　　  1億1033万円
契約の相手方　瀬尾・白木・横関経常建設共同企業体
工事の完成　　令和 2年 3月20日

町道西３丁目南通・第１倶登山橋橋梁下部工事
請負契約の締結についてを可決

第７回
臨時会

盛多 勝美 議長は採決に加わりません。○は賛成、×は反対、△は退席、ーは欠席

審議された全24の議案のうち、賛否の分かれた議案のみ掲載しています。ほかの議案については、
全員賛成しました。各議員の賛否
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第３回　定例会
可決 倶知安町森林環境譲与税基金条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

可決
倶知安町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

可決
倶知安町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

可決
倶知安町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者
負担額に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

可決 令和元年度 虻田郡倶知安町一般会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
認定 平成３０年度 虻田郡倶知安町一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
平成３０年度 虻田郡倶知安町国民健康保険事業特別会計歳入歳
出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
平成３０年度 虻田郡倶知安町後期高齢者医療事業特別会計歳入
歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
平成３０年度 虻田郡倶知安町介護保険サービス事業特別会計歳
入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

可決 倶知安町下水道条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 倶知安町水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

冬期間は車幅が狭くなり、通学路としても危険が伴う

（3）南児童館の運用面
　　  ①長期休みでの利用で、昼食時間に一時帰宅せずに館内
　　　  で昼食をとることができないのか。
　　  ②南児童館を利用する際に一度帰宅することなく利用で
　　　  きないか。
　　  ③柔軟性を持たせた利用時間の検討はできないか。

＜審査の結論＞
　請願趣旨について請願者から趣旨説明の聴取を行うととも
に、町担当課からの聞き取りと現地確認を行い、請願内容につ
いては委員全員一致で採択すべきものと決定した。

＜審査意見＞
　町は、「倶知安町放課後児童健全育成事業及び運営に関する
基準を定める条例」や「倶知安町児童館設置管理条例」などの
法令順守のもと、子ども・子育て支援事業のいっそうの整備・
拡充に努めなければならない。
　請願内容は含意妥当と認める。
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  決算審査特別委員会報告

 平成30年度 各会計決算を審査「認定」と決定
　平成30年度の一般会計、5つの特別会計、水道事業会計の決算について、9月10から11日の2日間、決算
　審査特別委員会にて審査を行いました。

委員構成（８名）
　委員長　作井　繁樹
　委　員　冨田　竜海
　委　員　門田　　淳
　委　員　田中　義人

副委員長　小川　不朽
　委　員　坂井　美穂
　委　員　佐藤　英俊
　委　員　木村　聖子

計22回の質疑、3つの要望がありました
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　決算審査特別委員会内での各委員の主な質疑（要旨）
　は下記のとおり

平成30年度 虻田郡倶知安町一般会計歳入歳出決算認定
について（認定第１号）への賛成討論 ＜要旨＞

原田　芳男　議員

　平成30年度の予算審議にあたって、私は幾つかの改善
と住民要求の実現を求めました。
　特に問題と指摘した特別支援学級の児童の土曜日受け
入れが拒否されているが、未だ解決されていない。早急
に解決が求められる。
　平成30年度決算は約2憶6000万円の黒字決算となっ
ている。これらを住民の要望実現や福祉の充実に振り向
けるべき。
　以上、理由を述べ委員長報告への反対討論とする。

鈴木　保昭　議員

　平成30年度決算は町民の多様化した行政に対する期待
に応えつつ、財政の健全化を維持するという困難な行政
課題に真剣に取り組んでいる姿である。
　多様な住民ニーズに対応できるよう、簡素で効果的な
行政組織を目指して積極的に取り組んでいただけるよう
期待している。何よりも意欲と気概をもって創造的な意
識改革を推進していくようお願いする。
　皆さんに大きく期待し、委員長報告への賛成討論とさ
せていただく。

平成30年度 虻田郡倶知安町一般会計歳入歳出決算認定
について（認定第１号）への反対討論 ＜要旨＞
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　　　町政を問う！！

13人の議員が33問の一般質問を行いました

古谷　眞司　議員・・・６ページ
　① 安心安全な町に向けて
　② 間口除雪について
　③ 倶知安厚生病院について
　④ 教育環境の更なる充実に向けて

門田　　淳　議員・・・７ページ
　① 旧東陵中学校の利活用について
　② ふるさと納税について
　③ G20観光大臣会合について

佐藤　英俊　議員・・・８ページ
　① G20観光大臣会合開催に伴う住民生活への影響について
　② 宿泊税への期待と課題

小川　不朽　議員・・・９ページ
　① 旭ケ丘総合公園におけるマウンテンバイク専用コース
　   「フロートレイル」整備事業について

一般質問１日目（９月１７日）

笠原　啓仁　議員・・・１０ページ
　① 『町遊休地の利活用』官民連携で高齢者福祉のために
　② 『町の条例・規則』「定期点検」が必要です
　③ 『後志広域連合』具体的数値に基づく検証を
　④ 『各種行事への後援』どのような基準で行われていますか
　⑤ 『無分別の家庭ごみ』「不法投棄」への対処は

原田　芳男　議員・・・１１ページ
　① 平成30年度決算について
　② 平成30年度国民健康保険決算について
　③ 消費税増税の中止を求めるべき
　④ 防災対策の充実を
　⑤ 廃プラスチック問題

鈴木　保昭　議員・・・１２ページ
　① 腐ったみかんになるな
　② JA北海道厚生連との交渉について

一般質問２日目（９月１８日）

坂井　美穂　議員・・・１３ページ
　① SDGsー持続可能な社会の担い手
　② 高齢者の肺炎予防について

冨田　竜海　議員・・・１４ページ
　① 10年後の住民所得1.2倍の実現に向けた政策について

波方　真如　議員・・・１５ページ
　① 庁内のコミュニケーションはとれているのか
　② より安全で快適な交通環境の整備

森　　禎樹　議員・・・１６ページ
　① 観光公害（オーバーツーリズム）について
　② 町内河川の防災・減災対策について

作井　繁樹　議員・・・１７ページ
　① 北海道新幹線札幌延伸に伴う課題
　② “透明なプロセス”の具現化

木村　聖子　議員・・・１８ページ
　① 障がい者・高齢者等の福祉施策の強化・推進に向けて
　② 緊急情報発信のユニバーサルデザイン化について

一般質問３日目（９月１９日）

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。
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一般質問　古
ふ る や

谷　眞
し ん じ

司　議員

倶知安厚生病院の旧棟改築に伴う医療体制は

町長　冬期間の診療増も想定し、利用者への
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倶
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考
え
る
。

①
行
政
報
告
さ
れ
た
事
業
費
は
、

規
模
を
縮
小
し
た
内
容
で
示
さ
れ

て
い
る
。
厚
生
病
院
が
こ
れ
か
ら

の
地
域
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
中
で
、
道
厚
生
連
と

の
話
し
合
い
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
、

ま
た
、
会
議
で
今
回
の
報
告
に
至
っ

た
か
を
時
系
列
で
伺
う
。

②
今
回
の
提
案
が
未
来
の
倶
知
安

の
定
住
人
口
の
増
加
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
対
し
て
阻
害
す
る
こ

と
は
な
い
か
。

③
安
心
な
町
、
世
界
に
誇
れ
る
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
医
療
機
関
の

規
模
縮
小
に
よ
る
影
響
は
な
い
か
。

町
長

①
６
月
の
定
例
会
後
、
北
海
道
厚

生
連
に
対
し
、
行
政
報
告
で
も
述
べ

た
６
項
目
の
条
件
整
理
を
７
月
末
ま

で
を
目
途
に
回
答
す
る
よ
う
求
め
、

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
羊
蹄
山
麓

町
村
長
会
議
に
お
い
て
、
見
直
し
案

が
提
示
さ
れ
た
。

　

見
直
し
案
を
山
麓
の
７
カ
町
村
の

町
村
長
が
集
う
各
種
会
議
の
場
を

捉
え
な
が
ら
、
倶
知
安
厚
生
病
院

の
改
築
整
備
の
課
題
に
関
し
て
も
協

議
を
重
ね
て
き
た
。
今
回
の
規
模

縮
小
に
よ
る
建
築
費
の
圧
縮
の
見
直

し
案
、
経
営
改
善
案
に
対
し
て
は
、

道
厚
生
連
並
び
に
倶
知
安
厚
生
病

院
の
努
力
と
評
価
し
、
今
後
の
協
議

に
は
、
見
直
し
案
を
基
本
と
す
る
こ

と
を
、
山
麓
関
係
町
と
し
て
大
筋

確
認
さ
れ
た
。

②
人
口
の
将
来
展
望
と
し
て
、
外

国
籍
住
民
を
含
む
総
人
口
に
つ

い
て
は
、
２
０
４
０
年
時
点
で
は

１
万
５
３
２
９
人
、
２
０
６
０
年
時

点
で
は
１
万
３
９
９
２
人
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　

今
回
の
建
築
規
模
縮
小
案
で
は
、

病
棟
数
並
び
に
病
床
数
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
診
療

科
の
維
持
、
ま
た
、
公
的
医
療
機

関
と
し
て
の
機
能
の
位
置
づ
け
か
ら

も
重
要
な
緊
急
医
療
、
そ
し
て
周

産
期
医
療
の
維
持
が
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

地
域
の
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
た
倶
知
安
厚
生

病
院
の
規
模
と
し
て
精
査
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

③
計
画
案
で
は
、
現
在
の
病
床
数

２
３
４
床
を
１
９
９
床
に
削
減
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
過
去
５
年
間
の
倶

知
安
厚
生
病
院
の
１
日
当
た
り
の

平
均
入
院
患
者
数
は
、
平
成
26
年

度
が
１
８
８
人
、
平
成
27
年
度
が

１
８
９
人
、
平
成
28
年
度
が
２
０
２

人
、
平
成
29
年
度
が
１
９
６
人
、
平

成
30
年
度
が
１
９
４
人
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
人
口
推
移
か
ら
も
数

値
上
で
は
、
概
ね
影
響
が
少
な
い
も

の
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
圏
域
の
特
性
で
あ

る
冬
期
間
の
外
国
人
診
療
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
病
床

の
不
足
と
い
っ
た
も
の
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

今
後
、
高
速
道
路
の
開
通
、
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
よ
る

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

よ
り
、
今
以
上
に
小
樽
・
札
幌
圏
域

の
急
性
期
病
院
と
の
連
携
を
密
に

し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
も
安

心
し
て
過
ご
せ
る
町
、
世
界
に
誇
れ

る
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
倶
知
安

厚
生
病
院
の
規
模
縮
小
に
よ
る
影

響
が
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
。

多くの観光客が訪れても安心して過ごせる町が望まれる

影響がないよう取り組む
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一般質問　門
か ど た

田　淳
じゅん

　議員

旧東陵中学校の利活用はどこまで考えていたのか

町長　保育所や役場新庁舎として検討はしていた

問①
町
と
し
て
の
利
活
用
は
ど
こ
ま

で
考
え
て
い
た
の
か
。
整
備
費
用

負
担
は
最
大
ど
の
ぐ
ら
い
ま
で
考

え
て
い
た
の
か
。

②
町
と
し
て
の
収
益
事
業
な
ど
の

検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

③
仮
に
解
体
す
る
と
な
れ
ば
費
用

は
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

④
現
在
可
能
な
範
囲
で
の
校
舎
の
一

部
を
活
用
し
て
い
る
団
体
な
ど
は
、

仮
に
解
体
す
る
と
な
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
町
と
し
て
考
え
て

い
る
の
か
。

⑤
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
る
が
、
旧
東
陵
中
学
校
の
計
画

は
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

町
長

①
内
部
で
保
育
所
や
役
場
新
庁
舎

と
し
て
検
討
は
し
て
い
た
。
整
備

費
用
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
金
額

の
算
出
は
、
検
討
に
至
ら
な
か
っ

た
。

②
町
が
全
面
的
に
手
を
加
え
て
新

た
な
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
は
、

現
実
的
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、

具
体
的
な
検
討
に
ま
で
は
至
っ
て

な
い
。

③
概
々
算
で
最
低
２
億
円
以
上
は

か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
仮
に
施
設
全
体
を
解
体
す
る
と

な
れ
ば
、
ほ
か
の
学
校
施
設
な
ど

の
利
用
が
可
能
か
相
談
を
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

⑤
町
の
遊
休
地
全
体
の
利
活
用
方

法
を
整
理
し
た
上
で
、
旧
東
陵
中

学
校
の
利
活
用
の
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
、
決
定
し
て
い
く
。

今後の利活用の方向性について問われる

問
　

今
年
度
、
跡
地
も
含
め
て
方
向

性
を
出
し
て
い
く
中
で
、
第
６
次

総
合
計
画
の
方
に
入
れ
て
い
く
べ

き
だ
と
私
は
思
う
が
。

町
長

　

遊
休
地
の
処
分
だ
と
か
、
土
地

の
利
活
用
だ
と
か
、
個
別
具
体
な

も
の
が
で
き
れ
ば
、
随
時
実
施
計

画
の
中
で
途
中
か
ら
入
っ
て
い
く
。

間
に
合
え
ば
、
当
初
の
実
施
計
画

の
中
か
ら
入
り
込
ん
で
い
く
と
い

う
形
に
な
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
。

問①
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
今

年
度
工
夫
し
て
い
る
点
は
。

②
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
寄
付
を

何
に
使
う
の
か
、
何
に
使
っ
た
の
か

の
見
え
る
化
を
す
る
べ
き
で
は
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を

１
億
円
や
、
そ
れ
以
上
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
く
に
は
、
体
制

面
も
含
め
て
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

問
　

何
に
使
っ
た
か
と
い
う
の
が
全

く
更
新
さ
れ
て
い
な
い
の
で
尽
力

し
て
欲
し
い
。

町
長

　

何
に
使
う
の
か
、
何
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

大
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
、そ
う
い
っ
た
気
持
ち
、

何
に
使
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

気
持
ち
を
い
た
だ
い
た
人
に
ち
ゃ

ん
と
使
い
道
、
こ
う
い
う
こ
と
で

使
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

ま
し
た
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

と
気
持
ち
で
お
応
え
で
き
る
よ
う

な
考
え
で
、
こ
れ
か
ら
改
善
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

町
長

①
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
活
用

を
１
社
か
ら
９
社
ま
で
増
や
し
、

納
付
方
法
に
関
し
て
も
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

な
ど
に
も
対
応
し
て
寄
付
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
具
体
的
な
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
写
真
の
掲
載
な
ど
、
で
き

る
だ
け
目
に
見
え
る
よ
う
な
形
と

し
て
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

③
本
年
度
の
寄
付
金
額
の
見
込
み

は
、
９
６
０
０
万
円
と
予
定
し
て

い
る
。
で
き
る
限
り
外
部
委
託
し

な
が
ら
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
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一般質問　佐
さ と う

藤　英
ひでとし

俊　議員

宿泊税の期待と課題

町長　宿泊税を活用し、さらなる魅力向上を図る

問
　

宿
泊
税
徴
収
の
事
業
者
に
定
率

採
用
の
経
過
説
明
は
十
分
に
な
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　

本
町
の
地
域
特
性
と
し
て
、
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
部
屋
貸
し
や
戸

建
て
の
１
棟
貸
し
を
行
う
宿
泊
施

設
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
宿
泊
施

設
で
は
、
宿
泊
人
数
に
よ
っ
て
１

人
当
た
り
の
宿
泊
料
金
が
異
な
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
１
人
当
た
り

の
宿
泊
料
金
を
算
定
基
礎
と
す
る

定
額
制
の
場
合
は
、
宿
泊
人
数
に

応
じ
た
１
人
当
た
り
の
宿
泊
料
金

を
そ
の
都
度
算
出
す
る
必
要
が
あ

り
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
徴
収
手

続
が
複
雑
に
な
る
こ
と
か
ら
、
定

率
制
の
導
入
が
よ
り
好
ま
し
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

次のステップに向けた財源活用の始まり

問
　

宿
泊
税
条
例
が
制
定
さ
れ
た
昨

年
12
月
定
例
会
ま
で
の
総
務
常
任

員
会
の
議
事
録
に
、「
コ
ン
ド
ミ
ニ

ア
ム
な
ど
で
は
宿
泊
実
態
、
人
数

が
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
」
と

職
員
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
旅
館
業
法
第
６
条
違
反
を
認

識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　

こ
れ
ま
で
の
会
議
、
有
識
者
会

議
も
含
め
て
の
や
り
と
り
と
い
っ

た
も
の
の
中
で
、
泊
ま
っ
て
い
る

人
数
が
わ
か
ら
な
い
と
、
そ
れ
は

義
務
を
怠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
の
で
、
そ
こ
で
の
議
論

と
い
う
の
は
、
意
見
聴
取
の
中
で

の
、
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ

は
今
確
認
し
て
い
な
い
の
で
、
正

し
く
お
答
え
で
き
な
く
て
大
変
申

し
訳
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

の
中
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
。

　

人
数
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
定
率

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
だ
け
は
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
定
率
を
選
択
し
た
こ
と

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
っ
た
。

　

最
終
的
に
は
、
総
合
的
に
判
断

し
た
と
こ
ろ
で
の
結
論
で
の
定
率
。

問
　

条
例
で
は
５
年
ご
と
に
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
と

示
さ
れ
て
い
る
が
、
初
年
度
で
も

あ
り
、
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
終
え

て
か
ら
事
業
者
と
町
役
場
の
担
当

者
と
の
意
見
交
換
会
を
実
現
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長

　

施
行
の
５
年
ご
と
に
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
施
行
状
況
を
踏

ま
え
、
実
際
の
と
こ
ろ
を
ト
ー
タ

ル
に
考
え
て
、
見
直
す
な
ら
見
直

す
と
い
う
こ
と
が
今
後
全
く
な
い

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
承

知
の
上
、
こ
の
条
例
に
則
っ
た
形
で

こ
れ
か
ら
進
め
た
い
と
思
う
。

観光局内の展示物（宿泊税活用例）

ツーリストのためにレイアウトされた標識
（宿泊税活用例）

令和元年11月からの徴収に向け、町民の関心が寄せられる
（第2回 宿泊税説明会 令和元年6月7日 中小企業センターにて）

8



一般質問　小
お が わ

川　不
ふきゅう

朽　議員

旭ケ丘公園のフロートレイル整備事業は

町長　町が直接、事業を運営することは考えていない

問
　

旭
ケ
丘
総
合
公
園
は
、
都
市
公

園
法
・
町
都
市
公
園
条
例
に
守
ら

れ
た
都
市
公
園
で
あ
る
。

　

町
は
、
観
光
振
興
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
の
必
要
性
、
早
期
着

手
の
観
点
等
か
ら
、
２
０
１
６
年

４
月
の
補
正
予
算
に
て
、
世
界
に

誇
れ
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
加

速
化
事
業
業
務
委
託
料
を
改
め
て

予
算
措
置
し
、
倶
知
安
観
光
協

会
を
受
託
者
と
し
て
実
証
実
験
を

行
っ
た
。

　

こ
の
３
年
間
に
わ
た
る
実
証
実

験
を
も
と
に
、
ス
キ
ー
場
夏
季
利

用
整
備
構
想
の
実
現
性
の
検
証
を

積
み
上
げ
て
き
た
か
と
思
う
。

　

検
証
の
結
果
、
今
年
度
以
降
の

旭
ケ
丘
総
合
公
園
に
お
け
る
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
専
用
コ
ー
ス
、
フ

ロ
ー
ト
レ
イ
ル
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長

　

旭
ケ
丘
公
園
の
フ
ロ
ー
ト
レ
イ
ル

事
業
は
、
平
成
28
年
度
の
世
界
に
誇

れ
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
加
速

化
事
業
業
務
委
託
を
端
緒
に
、
通

年
観
光
の
実
現
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
の
夏
季
ス
キ
ー
場
利
用
、

旭
ケ
丘
夏
季
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
発
生
す
る
課
題
に
対
応
し
な

が
ら
３
年
間
の
実
証
を
し
て
き
た
。

　

３
年
間
の
実
証
と
し
て
は
、
当

初
懸
念
さ
れ
て
い
た
ス
キ
ー
場
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
安
全
な
コ
ー
ス
づ

く
り
を
心
掛
け
て
お
り
、
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
は
今
現
在
発
生
し
て
い
な
い

が
、
や
は
り
降
雪
量
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
不
確
定
要
素
が
高

い
部
分
と
感
じ
て
い
る
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
コ
ー
ス
に

は
、
多
く
人
が
利
用
す
る
公
園
施

設
と
し
て
、
フ
ロ
ー
ト
レ
イ
ル
の
専

用
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
園
路
と
し
て

散
策
等
の
一
般
利
用
に
供
し
て
い
る
。

フ
ロ
ー
ト
レ
イ
ル
は
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一つ
と
し

て
、
本
町
の
観
光
振
興
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

旭
ケ
丘
公
園
は
、
園
路
、
ス
キ
ー

場
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
有
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
、
公
園
の
園
路
を

一
時
的
に
利
用
す
る
事
業
と
し
て
、

行
為
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ほ

ほ
か
の
利
用
と
の
調
整
を
図
っ
た
上

で
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、

町
が
直
接
フ
ロ
ー
ト
レ
イ
ル
事
業
を

運
営
す
る
こ
と
は
、
今
時
点
、
考

え
て
い
な
い
。

旭ケ丘総合公園（夏の旭ケ丘スキー場）

「 

フ
ロ
ー
ト
レ
イ
ル 

」

　

夏
の
ゲ
レ
ン
デ
を
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
で
下
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
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一般質問　笠
かさはら

原　啓
け い じ

仁　議員

「町遊休地の利活用」 官民連携で高齢者福祉のために

町長　事業目的に応じた遊休地の

問
　

総
務
常
任
委
員
会
は
８
月
30

日
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
や
旧
保
育

所
跡
地
な
ど
市
街
地
に
あ
る
町
の

遊
休
地
（
５
カ
所
）
を
現
地
調
査

し
た
。
ど
れ
も
利
便
性
の
良
い
所

に
あ
る
。

　
「
土
地
は
売
っ
た
ら
そ
れ
で
終
わ

り
」
だ
。
こ
れ
ら
の
優
良
遊
休
地

を
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
な

ど
の
建
設
に
充
て
、
町
長
の
重
要

施
策
で
も
あ
る
高
齢
者
福
祉
の
向

上
を
図
る
べ
き
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
提

案
す
る
。
町
長
の
見
解
は
。

①
町
内
２
つ
の
福
祉
団
体
が
旧
東

陵
中
学
校
の
利
活
用
を
断
念
し
た

が
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
向
け
の

施
設
建
設
の
構
想
自
体
は
断
念
し

て
お
ら
ず
、
同
校
以
外
の
場
所
で

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
と
の
こ

と
。
町
遊
休
地
の
提
供
な
ど
、
町

と
し
て
両
団
体
と
連
携
・
協
力
し

計
画
実
現
に
向
け
努
力
す
べ
き
で

は
。

②
利
活
用
の
目
的
を
「
高
齢
者
福

祉
の
た
め
」
と
条
件
設
定
し
た
上

で
、
何
ら
か
の
優
遇
措
置
（
土
地

の
無
償
貸
与
等
）
を
講
ず
る
な
ど
、

前
記
２
団
体
に
限
ら
ず
民
間
事
業

者
な
ど
が
建
設
主
体
と
し
て
参
入

で
き
る
よ
う
な
誘
導
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

町
長

①
町
民
が
高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
今
回
、
両
団
体

か
ら
提
案
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
を
主
と
す
る
福
祉
施
設

の
計
画
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
福
祉

の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
福
祉
施
策

の
実
現
に
向
け
て
、
先
の
両
団
体
の

み
な
ら
ず
、
町
内
の
福
祉
事
業
所

と
も
協
議
・
協
力
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

②
ご
指
摘
の
と
お
り
、
優
遇
措
置
や

誘
導
策
の
一つ
と
し
て
高
齢
者
、
ま

た
は
障
が
い
者
の
た
め
な
ど
、
事
業

目
的
に
応
じ
た
町
の
遊
休
地
の
無
償

貸
与
等
の
方
策
の
検
討
や
、
P
F
I

方
式
な
ど
民
間
事
業
所
等
を
活
用

し
た
施
設
整
備
な
ど
、
官
と
民
が

連
携
し
た
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い

け
る
よ
う
、
福
祉
団
体
等
と
協
議

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
る
と
、
町

が
定
め
た
分
別
ル
ー
ル
を
守
ら
ず

無
分
別
状
態
で
家
庭
ご
み
を
排
出

す
る
行
為
は
、
そ
の
程
度
等
に
も
よ

る
が
、
同
法
で
い
う
不
法
投
棄
に
当

た
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

④
町
は
法
や
条
例
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

速
や
か
に
ご
み
の
処
理
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

不
法
投
棄
へ
の
対
処
・
対
策
は
総
括

的
に
は
町
が
行
い
、
町
内
会
等
の
皆

さ
ん
に
は
そ
の
活
動
へ
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑤
条
例
の
第
33
条
第
２
項
の
規
定

を
受
け
て
毎
年
、
北
海
道
産
業
資

源
循
環
協
会
後
志
支
部
と
共
催
で

町
内
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
と
共
に
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
ほ
か
、
不
法
投
棄
防

止
に
向
け
た
啓
発
と
監
視
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
無
分
別
ご
み
に
対
し
て
は
警
告
ス

テ
ッ
カ
ー
を
添
付
し
、
改
善
さ
れ
な

い
場
合
は
町
が
回
収
し
、
排
出
者

が
特
定
さ
れ
た
場
合
は
指
導
、
特

定
さ
れ
な
い
場
合
は
啓
発
チ
ラ
シ
を

戸
別
配
布
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
を
用
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

「
無
分
別
の
家
庭
ご
み
」

「
不
法
投
棄
」
へ
の
対
処
は

問
　

家
庭
ご
み
の
無
分
別
状
態
で
の

集
積
場
へ
の
投
入
が
目
立
っ
て
い

る
。
私
の
町
内
会
の
集
積
場
で
も

酷
い
状
態
で
の
「
ご
み
出
し
」
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
、山
田
地
区
に
続
き
街
場
で
も

「
戸
別
収
集
方
式
」
が
必
要
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
早
急
か
つ
効

果
的
な
対
策
が
必
要
だ
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
設
置
者
別
の
集
積
場
の
数
は
。

②
家
庭
ご
み
の
無
分
別
状
態
で
の

集
積
場
へ
の
投
入
は
「
不
法
投
棄
」

に
当
た
る
か
。

③
「
不
法
投
棄
」
だ
と
し
た
ら
そ

の
行
為
は
ど
の
よ
う
な
罪
に
問
わ

れ
る
の
か
。

④
「
不
法
投
棄
」
へ
の
対
処
・
対

策
は
町
内
会
の
責
務
か
。

⑤
「
倶
知
安
町
廃
棄
物
の
減
量
及

び
適
正
に
関
す
る
条
例
」
第
33
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

町
長

①
本
年
３
月
時
点
で
、
設
置
数
は

６
０
２
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
設
置

者
別
で
は
、
町
が
町
内
会
の
要
請

に
基
づ
き
設
置
し
た
も
の
が
４
３
４

箇
所
、
共
同
住
宅
の
所
有
者
等
が

設
置
し
た
も
の
が
１
６
８
箇
所
と

な
っ
て
い
る
。

②
・
③
廃
棄
物
処
理
法
第
16
条
で
は

「
何
人
も
、
み
だ
り
に
廃
棄
物
を

捨
て
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ

れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
５
年
以

下
の
懲
役
、
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
場
合
に
よ
っ
て
は

こ
れ
ら
併
科
と
な
る
同
法
で
最
も

重
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

無償貸与等を検討していく
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一般質問　原
は ら だ

田　芳
よ し お

男　議員

住民の暮らしを守る立場を明確に

町長　健全な財政状況の維持を目指しながら、

問
　

平
成
30
年
度
決
算
は
30
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
保
育
所
の
土
曜

保
育
の
問
題
な
ど
が
未
解
決
の
ま

ま
で
あ
っ
た
り
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
対
応
の
不
十
分
さ
（
希
望

に
添
い
切
れ
て
い
な
い
）、
国
民
健

康
保
険
の
全
道
一
元
化
と
後
志
広
域

連
合
と
の
無
駄
な
関
係
な
ど
予
算

審
議
で
指
摘
し
改
善
を
求
め
た
が
、

な
ん
ら
応
え
る
こ
と
無
く
改
善
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
２
憶
６
０
０
０
万
円
の

黒
字
決
算
を
除
雪
や
図
書
館
、
福

祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
充
実
な
ど
の
住
民

の
要
望
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

暮
ら
し
を
守
る
立
場
を
明
確
に
す

べ
き
。
答
弁
を
求
め
る
。

町
長

　

予
算
に
比
べ
る
と
差
し
引
き
黒
字

が
膨
ら
む
場
合
も
あ
る
。
除
雪
や

図
書
館
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
―
な
ど
住

民
の
要
望
が
多
い
施
設
に
つ
い
て
は

町
民
の
生
活
を
守
る
視
点
に
立
ち
、

健
全
な
財
政
状
況
の
維
持
を
目
指

し
な
が
ら
要
望
に
応
え
ら
れ
る
施
策

を
取
り
進
め
た
い
。

し
て
町
の
備
蓄
は
６
台
で
31
台
は

リ
ー
ス
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
屋
内
用
の
24
台

を
町
の
備
蓄
と
し
て
整
備
し
た
い
。

「
強
靭
化
計
画
」
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
12
月
を
目
途
に
策
定
し
た
い
。

要望に応えられる施策を取り進めたい

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
国
民
健
康

　
　
保
険
決
算
に
つ
い
て

問
　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
は
北
海
道
に
一
元
化
さ
れ
た
。
倶

知
安
町
は
そ
れ
に
伴
っ
て
、
資
産
割

を
廃
止
し
限
度
額
を
４
万
円
引
き

上
げ
た
。
そ
れ
ら
の
穴
埋
め
と
し

て
均
等
割
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
結
果
と
し
て
低
所
得
層
が
負

担
増
と
な
っ
た
。

　

限
度
額
の
総
額
も
93
万
円
と
な

り
、
負
担
が
収
入
の
20
％
に
達
す

る
世
帯
も
あ
る
。
応
益
割
（
一
人
、

一
世
帯
当
た
り
）
の
廃
止
で
課
税
上

の
矛
盾
の
解
消
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長

　

国
民
健
康
保
険
は
他
の
保
険
と

比
べ
高
齢
者
や
、
低
所
得
の
人
の

加
入
割
合
が
高
い
。
現
制
度
で
応

益
分
の
均
等
割
、
平
等
割
を
廃
止

す
る
と
応
能
割
を
増
や
す
こ
と
に

な
る
。
町
と
し
て
は
子
ど
も
に
係

わ
る
均
等
割
軽
減
の
制
度
を
要
望

し
て
い
る
。

消
費
税
増
税
の

　
　
中
止
を
求
め
る
べ
き

問
　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
を
10
％

に
す
る
と
し
て
い
る
が
、
国
民
の

多
く
は
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
る
。

　

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
も
、

賃
金
も
G
D
P
な
ど
の
数
字
も
軒

並
み
低
調
で
増
税
を
強
行
す
れ
ば

混
乱
を
招
く
。
町
は
納
税
義
務
が

な
い
の
に
使
用
料
な
ど
の
値
上
げ

を
提
案
し
て
い
る
。
水
道
も
下
水

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

町
は
公
共
料
金
へ
の
転
嫁
を
止

め
、
国
に
消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
べ
き
。

町
長

　

国
の
財
政
運
営
上
、
税
収
の
確

保
は
必
要
と
考
え
、
中
止
を
求
め

る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

本
町
に
お
い
て
も
国
の
通
知
も

あ
る
の
で
消
費
税
を
適
正
に
賦
課

す
る
条
例
を
提
案
し
た
。

防
災
対
策
の
充
実
を

問
　

災
害
が
起
き
た
時
、
避
難
所
に

避
難
す
る
が
水
と
電
気
は
重
要
な

問
題
。
各
避
難
所
に
発
電
機
の
設

置
が
必
要
で
は
。
国
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
「
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
の
本
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長

　

各
避
難
所
へ
の
発
電
機
の
設
置

に
つ
い
て
は
指
定
避
難
所
14
カ
所
、

福
祉
避
難
所
２
カ
所
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
避
難
所
当
た
り
３
台
の
合
計

36
台
の
発
電
機
の
設
置
計
画
に
対

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

問
　

６
月
の
G
20
首
脳
会
議
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
大

阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
採
択
し
た
。
国
は
廃
プ
ラ

関
連
の
新
方
針
を
決
定
し
、
都
道

府
県
に
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等

に
係
る
処
理
の
円
滑
等
に
つ
い
て
」

の
通
知
を
出
し
た
。
本
町
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　

市
町
村
が
係
わ
る
も
の
と
し
て

は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
や
再
生

施
設
で
の
処
理
が
あ
る
が
、
本
町

に
は
こ
れ
ら
の
施
設
が
無
い
の
で

対
象
外
と
な
る
。
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一般質問　鈴
す ず き

木　保
やすあき

昭　議員

倶知安厚生病院、我々の手で建てるという気概を

問
　

定
例
会
初
日
の
行
政
報
告
で
厚

生
病
院
の
旧
棟
改
築
整
備
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
規
模
の
縮
小

を
軸
と
し
た
提
案
だ
が
、
な
く
し

て
は
な
ら
な
い
基
幹
病
院
で
あ
る
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
８
月
８
日
J
A
北
海
道
厚
生
連

か
ら
見
直
し
案
の
提
示
が
さ
れ
た

が
、
ど
な
た
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
形
で
示
さ
れ
た
の
か
、
詳
細
な

説
明
を
。

②
こ
の
行
政
報
告
は
具
体
性
に
欠

け
る
と
思
わ
れ
る
。
議
会
で
の
議

論
も
ま
だ
町
民
に
提
示
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
な
い
。

③
第
一
期
工
事
の
各
町
村
負
担
割
合

７
対
３
を
前
提
と
あ
る
が
、
何
を

根
拠
に
建
設
費
用
の
１
０
０
％
の

28
億
円
強
の
内
訳
な
の
か
。

④
地
域
医
療
の
確
保
は
基
本
。
本
町

の
財
政
か
ら
約
20
億
円
の
負
担
に

耐
え
ら
れ
る
の
か
。
な
い
袖
は
振

れ
な
い
、
あ
る
袖
に
す
る
た
め
に
は
。

町
長

　

①
６
月
定
例
会
終
了
後
に
改
め

て
北
海
道
厚
生
連
に
対
し
、
６
項

目
の
条
件
整
理
を
７
月
末
を
め
ど
に

改
定
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

８
月
８
日
の
羊
蹄
山
麓
町
村
長

会
議
に
お
い
て
、
北
海
道
厚
生
連
な

ら
び
に
倶
知
安
厚
生
病
院
か
ら
担

当
者
５
名
が
来
町
し
、
山
麓
７
カ

町
村
の
首
長
に
対
し
見
直
し
案
が

提
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
道
厚
生
連
か
ら
の
見
直
し
案
を

踏
ま
え
、
今
回
の
規
模
縮
小
に
よ
る

建
築
費
の
圧
縮
の
見
直
し
案
、
経

営
改
善
案
に
対
し
て
は
道
厚
生
連

な
ら
び
に
倶
知
安
厚
生
病
院
の
努

力
は
評
価
さ
れ
る
。

　

今
後
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
見
直

し
案
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
山
麓

関
係
町
村
と
し
て
大
筋
が
確
認
さ

れ
た
。
こ
の
提
案
を
契
機
に
山
麓
７

カ
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
、
今
回
の
９
月

定
例
会
に
統
一
的
な
内
容
を
も
っ
て

行
政
報
告
を
行
い
、
各
町
村
議
会

に
対
し
て
の
現
状
を
報
告
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

次
の
段
階
は
革
新
的
な
議
論
を

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本

町
の
判
断
が
大
き
く
影
響
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
限
ら
れ
た
時
間
な

の
で
鋭
意
協
議
を
重
ね
、
議
会
に

早
急
に
提
示
で
き
る
よ
う
取
り
進
め

る
。

③
負
担
割
合
に
関
し
て
は
、
改
め
て

協
議
を
い
た
だ
く
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
第
一
期
工
事

に
お
け
る
内
容
を
前
提
と
し
て
取
り

進
め
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
建
設
経
費
や
自
治
体

が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
経
費
は
固

ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　

28
億
円
超
の
根
拠
は
、
建
物
本

体
部
分
、
既
存
建
物
の
撤
去
費
及

び
外
構
工
事
部
分
で
、
器
機
材
の

購
入
費
等
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
現

状
に
お
い
て
は
概
算
に
よ
る
も
の
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

④
本
町
は
こ
こ
数
年
で
大
型
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
北
海
道
新
幹

線
倶
知
安
駅
の
開
業
な
ど
、
待
っ
た

な
し
の
事
業
も
多
く
控
え
て
い
る
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
長
期
的
な

展
望
か
ら
計
画
的
な
財
政
執
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
般
の
倶
知
安
厚
生
病
院
改
築

整
備
に
関
し
、
公
的
医
療
機
関
機

能
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
方
々

が
こ
の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
皆
さ
ん
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
具
体
的
に
は
道
厚
生
連

に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
、
今

後
の
本
町
の
事
業
の
あ
り
方
の
見
直

し
も
含
め
て
判
断
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

本
州
の
方
で
は
実
際
に
倒
産
し
た

厚
生
病
院
も
実
在
し
て
い
る
。
本

当
に
み
ん
な
で
支
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、
こ
の
地
域
医
療
と
い
う
の
は

守
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
皆
様
と

同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
、
向
き
合
っ

て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

町長　皆様と同じ気持ちになって、
向き合っていけるよう努める

問
　

大
事
な
こ
と
は
、
毎
年
赤
字
が

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
処
理
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、

透
明
性
を
も
っ
て
町
議
会
・
役
場

職
員
・
町
民
が
同
じ
心
で
新
し
い

厚
生
病
院
を
我
々
の
手
で
建
て
る

と
い
う
気
概
を
持
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

腐
っ
た
み
か
ん
に
　

　
　
　
な
ら
な
い
よ
う
に

問
　

倶
知
安
の
役
場
職
員
と
い
う
の

は
全
員
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
ぴ

か
ぴ
か
、
い
つ
も
新
鮮
同
様
な
志

と
気
概
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
と

私
は
思
っ
て
い
る
。
職
員
が
生
き

生
き
と
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
一
番
大
事
な
と

こ
ろ
だ
と
思
う
。
町
長
の
理
想
の

職
員
像
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

町
長

　

倶
知
安
厚
生
病
院
は
毎
年
度
の

赤
字
を
圧
縮
し
て
縮
小
す
る
努
力

を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
長

　

町
民
と
同
じ
目
線
で
考
え
て
み

る
こ
と
の
大
切
さ
。
そ
し
て
、
町

民
に
そ
れ
を
わ
か
る
言
葉
で
語
る

こ
と
。
ま
た
、
常
に
視
野
を
広
げ
、

問
題
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

　

町
は
基
礎
自
治
体
ゆ
え
に
対
応

す
る
相
手
と
い
う
の
は
、
ほ
ぼ
町

民
の
方
々
が
多
く
、
人
に
対
す
る

思
い
や
り
、
温
か
さ
、
誠
実
さ
が

何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

私
が
望
む
職
員
像
の
一
端
で
あ
る
。
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一般質問　坂
さ か い

井　美
み ほ

穂　議員

SDGs － 持続可能な社会の担い手について

町長　持続可能な本町の未来のため、

問
　

S
D
G
s
は
地
球
上
の
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
も
の
。
我
々
一
人
一
人

が
世
界
の
直
面
し
て
い
る
課
題
に

対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
都
市
と
し

て
、
本
町
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

中
で
歩
ん
で
い
く
上
で
重
要
な
視

点
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
社

会
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
点
か

ら
も
、
S
D
G
s
は
地
方
創
生
の

強
力
な
推
進
力
に
も
な
る
た
め
、

本
町
の
第
６
次
総
合
計
画
と
の
整

合
性
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
本
町
と
し
て
の

認
識
、
取
り
組
み
を
町
長
に
伺
う
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
、

S
D
G
s
の
理
念
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
教
育
現
場
に
お
け
る

S
D
G
s
の
更
な
る
啓
発
や
、
今

後
の
対
応
を
教
育
長
に
伺
う
。

町
長

　

S
D
G
s
の
理
念
や
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
は
、
第
６
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
素
案
と
共
通
す
る
も

の
。
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
目

標
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
存
在
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
密

接
に
関
連
し
て
い
る
。
行
政
、住
民
、

事
業
者
、
自
治
会
、
学
校
な
ど
の

個
別
の
立
場
や
組
織
を
超
え
て
、
ま

た
産
業
、
環
境
、
教
育
、
医
療
、

福
祉
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

分
野
を
超
え
て
、
持
続
可
能
な
本

町
の
未
来
を
実
現
す
る
た
め
の
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長

　

新
指
導
要
領
が
示
す
教
育
課
程

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
既
存
の
社

会
教
育
や
社
会
全
体
の
各
種
事
業

を
発
展
的
に
高
め
、
そ
れ
と
連
動

さ
せ
な
が
ら
E
S
D
（
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教

育
）の
実
現
に
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

町
長

　

こ
れ
ま
で
の
接
種
状
況
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
５

年
間
の
合
計
で
、
対
象
４
２
５
９

名
の
う
ち
、
１
７
７
６
名
の
41・７
％

が
接
種
を
受
け
て
い
る
。
今
後
も

従
来
の
周
知
の
ほ
か
、
高
齢
者
の

方
へ
の
わ
か
り
や
す
い
周
知
を
行

う
。

本町はSDGsをどのように取り組むか

分野を超えて取り組む

問
　

子
ど
も
達
が
地
球
規
模
で
物
事

を
考
え
、
世
界
市
民
と
し
て
こ
の

町
か
ら
羽
ば
た
い
て
い
け
る
よ
う
、

こ
の
S
D
G
s
も
町
ぐ
る
み
で
推

進
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
町
全
体
が
S
D
G
s
の
担
い

手
に
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

町
長

　

積
極
的
に
理
解
し
て
、
我
が
町
の

中
で
ど
う
い
っ
た
展
開
が
施
策
と
し

て
実
現
で
き
る
の
か
考
え
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問
　

肺
炎
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
重

症
化
し
や
す
く
、
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
、
年
々
死
亡
者
数
も
増
加

し
て
い
る
。
肺
炎
予
防
の
た
め
の

定
期
接
種
制
度
が
、
２
０
１
４
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
制

度
は
、
５
年
間
で
65
歳
以
上
の
全

人
口
を
カ
バ
ー
す
る
経
過
措
置
期

間
を
設
け
、
生
涯
に
１
回
だ
け
制

度
を
活
用
し
た
接
種
が
可
能
な
も

の
で
あ
る
が
、
接
種
率
が
伸
び
悩

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
　

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

問
　

今
回
２
度
目
の
接
種
機
会
と
な

る
が
、
65
歳
の
方
と
い
う
の
は
初

め
て
通
知
を
受
け
る
の
で
、
利
用

し
て
い
な
い
方
に
年
度
末
に
も
う
一

度
案
内
を
出
す
と
か
、
ま
た
全
体

的
に
見
て
接
種
が
必
要
と
さ
れ
る

よ
う
な
年
代
の
方
達
に
も
う
一
度
案

内
を
出
す
な
ど
、
コ
ー
ル
、
リ
コ
ー

ル
（
個
別
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
）

も
接
種
率
の
向
上
に
必
要
で
は
。

町
長

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
接
種
い
た

だ
け
る
よ
う
な
工
夫
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
。

ん
だ
た
め
、
本
年
度
か
ら
経
過
措

置
が
延
長
に
な
っ
た
。

　

本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
接

種
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
及
び

具
体
的
な
方
法
を
伺
う
。
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一般質問　冨
と み た

田　竜
た つ み

海　議員

町長公約 「１０年後の住民所得 1．2 倍」

町長　実現に向けた新たな取組みはまだ行っていない

問
　

厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
に
よ
る
と
、
現
在
７
人
に
１

人
が
貧
困
に
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

は
半
数
以
上
が
貧
困
で
あ
る
と
発

表
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
は
年
収
の

低
さ
で
あ
り
、
我
が
町
も
例
外
で

は
な
い
。
想
定
さ
れ
て
い
る
10
年

後
の
経
済
面
か
ら
見
た
倶
知
安
町

民
の
現
実
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
は
。

町
長

　

10
年
後
の
住
民
所
得
１・２
倍
に

関
し
て
は
、
北
海
道
民
の
平
均
所

得
と
本
町
の
平
均
所
得
に
差
が
若

干
あ
り
、
道
民
平
均
所
得
に
追
い
つ

き
た
い
意
味
合
い
で
設
定
し
た
。
そ

の
た
め
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

の
想
定
は
な
い
。

令和元年度 倶知安町総所得別階層分布状況

実現に向けた具体的な政策は

問
　

現
在
の
倶
知
安
町
民
全
体
の
平

均
所
得
と
、
所
得
別
階
層
分
布
状

況
は
。

町
長

　

令
和
元
年
度
町
民
税
の
課
税

資
料
、
実
質
は
昨
年
中
の
所
得

で
あ
る
が
本
町
の
給
与
所
得
者
の

う
ち
の
納
税
義
務
者
の
平
均
総

所
得
は
給
与
所
得
金
額
が
合
計

１
８
８
億
８
７
６
６
万
９
０
０
０
円

を
納
税
義
務
者
数
６
７
９
５
人
で

割
っ
た
２
７
７
万
９
０
０
０
円
。

　

給
与
以
外
の
所
得
も
含
め
た
納

税
義
務
者
の
総
所
得
別
階
層
分
布

状
況
で
は
、
１
０
０
万
円
以
下
が

１１
・
４
％
、
１
０
０
万
円
を
超
え
て

２
０
０
万
円
以
下
が
28
・
９
％
、

３
０
０
万
円
以
下
が
22
・
８
％
、

４
０
０
万
円
以
下
が
13
％
、

５
０
０
万
円
以
下
が
９・
５
％
、

６
０
０
万
円
以
下
が
６・
９
％
、

７
０
０
万
円
以
下
が
２・
７
％
、

８
０
０
万
円
以
下
が
１・
１
％
、

８
０
０
万
円
を
超
え
る
者
が
２
・

９
％
。

問
　

公
約
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。
実
施
時
期
と
優
先

順
位
は
。

町
長

　

現
在
の
産
業
、
雇
用
、
人
材
育

成
の
下
支
え
が
ま
ず
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
１
年
を
通
し
て
の
職
場
確
保
と

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
後
継
者

対
策
と
起
業
者
に
対
す
る
支
援
な

ど
、
民
と
官
と
の
協
働
に
よ
り
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
行
政

と
し
て
実
際
何
が
で
き
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、
必

要
な
の
か
、
そ
の
時
期
な
ど
も
含
め

て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
、

実
施
し
て
い
く
。

問
　

若
年
層
や
高
齢
者
、
そ
の
他
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
方
々
に

対
す
る
町
長
の
考
え
方
。
社
会
福

祉
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で

支
え
て
い
く
の
か
。
人
々
に
合
っ
た

働
き
方
で
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得
を
生

み
出
す
協
力
を
し
て
い
く
の
か
。

町
長

　

若
年
層
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

な
ど
に
限
ら
ず
、
働
く
意
欲
の
あ
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
技
術
や
資
格
の

取
得
の
支
援
。
障
が
い
者
の
方
々
に

つ
い
て
は
福
祉
支
援
を
含
め
、
人
々

に
合
っ
た
働
き
方
で
所
得
を
生
み
出

す
勤
労
に
よ
る
所
得
確
保
が
基
本

と
考
え
て
い
る
。セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
は
国
や
北
海
道
の
制
度
を

利
用
し
た
中
で
支
え
て
い
く
。

■ 100 万円以下
■ 100 ～ 200 万円
■ 200 ～ 300 万円
■ 300 ～ 400 万円
■ 400 ～ 500 万円
■ 500 ～ 600 万円
■ 600 ～ 700 万円
■ 700 ～ 800 万円
■ 800 万円以上
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一般質問　波
なみかた

方　真
ま こ と

如　議員

より安全で、快適な交通環境の整備

町長　本当に真剣に今、考えているところ

問
　

冬
期
間
の
天
候
不
良
や
地
域
の

高
齢
化
に
伴
い
交
通
事
故
防
止
、

買
い
物
、
通
院
と
多
面
的
角
度
か

ら
公
共
交
通
の
必
要
性
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
が
、
対
応
が
出
来
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
じ
ゃ
が
り
ん
号
の
運

行
を
デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
し
て
運
行

を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

町
長

　

公
共
交
通
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
市
街
地
の
み
な

ら
ず
、
郊
外
地
区
で
も
同
様
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

じ
ゃ
が
り
ん
号
の
運
行
を
デ
マ
ン

ド
バ
ス
と
し
て
運
行
し
て
は
ど
う

か
と
い
っ
た
ご
質
問
、
関
係
法
令

上
、
現
在
の
運
行
形
態
を
路
線
型

か
ら
区
域
型
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ
ス
へ
の
形
態
を

変
更
す
る
こ
と
は
、
可
能
で
は
あ

る
が
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
形
態
変
更
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

じ
ゃ
が
り
ん
号
を
ま
ち
な
か
循

環
バ
ス
と
し
て
、
今
後
も
活
か
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
郊
外
に
住
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
ど
う
い
っ
た

形
で
用
を
足
す
こ
と
が
出
来
る
か
、

要
す
る
に
足
の
確
保
を
出
来
る
か

と
い
う
こ
と
を
本
当
に
真
剣
に
今
、

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。
実
際
に
そ

う
い
っ
た
作
業
を
今
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
総
合
的
な
体
系
づ
く
り
、

公
共
交
通
の
あ
り
方
と
い
う
の

は
、
本
当
に
10
年
か
か
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
形
で
、
よ
う
や
く
本
格

的
な
調
査
分
析
を
重
ね
て
、
新
た

な
模
索
と
い
う
も
の
に
具
体
的
に

動
き
出
し
た
と
こ
ろ
。

教
育
長

　

教
育
委
員
会
、
東
小
学
校
、
倶

知
安
中
学
校
、
道
南
バ
ス
、
地
区
モ

ニ
タ
ー
で
組
織
さ
れ
た
吹
雪
対
策
委

員
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
昨

年
度
は
11
月
に
実
施
を
し
た
と
こ

ろ
。
こ
の
吹
雪
対
策
委
員
会
で
は
、

東
小
学
校
で
作
成
し
た
冬
期
間
に

お
け
る
交
通
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
、
安
全
通
学
に
関
す
る
方

針
や
ラ
ン
ク
別
の
状
況
に
応
じ
た
対

応
、
暴
風
雪
や
台
風
に
よ
る
臨
時

休
校
、
集
団
下
校
や
臨
時
バ
ス
の
運

行
な
ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え

て
各
委
員
が
共
通
理
解
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
な
ど
を
活
用
し

て
、
通
学
時
の
防
犯
面
に
お
い
て
も

　

対
応
で
き
る
よ
う
、
町
全
体
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
い
か
に
し
て

児
童
生
徒
の
見
守
り
を
強
化
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討・

協
議
が
必
要
と
考
え
、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
を
十
分
踏
ま

え
た
中
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

安全で快適な環境整備が求められる（真冬の郊外部道路）

問
　

ど
う
や
っ
て
子
ど
も
達
の
安
全
を

確
保
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
は
子
ど

も
と
同
じ
目
線
に
合
わ
せ
て
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

建
物
に
つ
い
て
も
ど
ん
ど
ん
変

化
す
る
こ
の
町
な
の
で
、
何
度
で

も
安
全
確
認
を
し
、
登
下
校
の
生

徒
の
見
守
り
を
強
化
し
、
倶
知
安

独
自
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

子
ど
も
達
の
　

　
　
　
　
安
全
確
保

本町独自の危機管理マニュアルの必要性が問われる（西小樺山分校）
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一般質問　森
もり

　禎
よ し き

樹　議員

観光公害の実態把握と対策を

町長　先手先手で関係機関と連携しながら進める

問
　

観
光
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
弊
害

の
こ
と
を
観
光
公
害
（
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
と
い
い
、
世
界
中

の
著
名
な
観
光
地
、
日
本
国
内
の

観
光
地
で
も
年
々
問
題
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
観

光
客
の
増
加
に
伴
う
弊
害
は
多
々

存
在
す
る
。
観
光
公
害
の
実
態
把

握
と
対
応
を
伺
う
。

町
長

　

本
町
で
は
、
京
都
や
鎌
倉
レ
ベ
ル

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
広
く
発

生
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
観
光
客

の
増
加
や
開
発
の
進
展
に
伴
う
諸

課
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
対
応
す

る
箇
所
が
広
範
囲
に
及
ぶ
。
持
続

可
能
な
観
光
を
達
成
す
る
為
に
は
、

地
域
住
民
の
理
解
促
進
と
参
画
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
町
の

み
で
は
な
く
各
行
政
関
係
機
関
や

D
M
O
組
織
、
地
域
団
体
な
ど
と

連
携
を
強
め
て
、
今
後
と
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
題
は
も
っ
と
あ
る
。
観
光
客
の
マ

ナ
ー
に
関
す
る
も
の
で
、
農
地
に

勝
手
に
侵
入
し
て
写
真
を
撮
っ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
植
物
を
と
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
し
っ
か
り

と
し
た
実
態
把
握
、
対
策
が
必
要

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
元
住
民
が

も
う
観
光
客
な
ど
来
な
く
て
い
い

と
思
っ
て
し
ま
う
。
町
に
と
っ
て
観

光
は
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
町
民

全
て
が
意
識
を
も
っ
て
観
光
地
を
作

る
た
め
に
は
問
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

観
光
公
害
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）
の
実
態
把
握
は
？

問
　

観
光
公
害
は
分
野
も
広
く
、
内

容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
例
え
ば
行

政
の
負
担
で
言
う
と
上
下
水
道
の

問
題
で
あ
っ
た
り
、
潜
在
的
な
問

題
も
あ
り
、
表
面
化
さ
れ
て
い
る

町
長

　

倶
知
安
町
に
お
い
て
は
観
光
産

業
、
リ
ゾ
ー
ト
産
業
関
連
は
大
切

な
産
業
で
あ
り
、
観
光
振
興
が
こ
の

地
域
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
住
民
が
共
有
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
観
光

公
害
に
つ
い
て
は
注
視
す
べ
き
と
こ

ろ
。
対
策
は
早
め
の
先
手
先
手
で

意
識
し
な
が
ら
職
員
一
同
、
行
政
と

し
て
の
立
場
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
進
め
る
。

町
内
河
川
の
防
災
・
　

　
　
　
　
減
災
対
策
は
？

問
　

近
年
、
日
本
全
土
に
お
い
て
台

風
や
異
常
気
象
に
よ
る
水
害
が
多

発
し
て
い
る
。
防
災
に
関
す
る
計

画
、
取
り
組
み
は
し
っ
か
り
と
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
減
災
に
関
す

る
計
画
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

①
洪
水
氾
濫
危
険
箇
所
の
点
検
、

現
状
把
握
は
。

②
河
畔
林
の
伐
採
や
堆
積
土
砂
の

除
去
は
。

③
情
報
は
町
民
に
伝
っ
て
い
る
の

か
。

町
長

①
パ
ト
ロ
ー
ル
に
て
優
先
的
に
現

地
確
認
を
し
て
現
状
把
握
し
て
い

る
。

②
道
の
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
継

続
的
に
改
善
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

町
の
管
理
河
川
に
お
い
て
は
現
地

確
認
や
地
元
要
望
に
よ
り
、
優
先

順
位
を
つ
け
対
策
し
て
い
る
。

③
地
域
防
災
計
画
及
び
水
防
計
画

を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
、

防
災
マ
ッ
プ
は
全
戸
配
布
し
て
い

る
。

何かあってからでは遅い、河畔林・堆積土砂の現状把握を
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一般質問　作
さ く い

井　繁
し げ き

樹　議員

駅周辺整備計画の策定、スピード感と割り切りが必要

町長　残りわずかな時間、現実的な計画策定に努める

問
　

工
事
全
体
の
進
捗
と
１
年
開
業

前
倒
し
の
可
能
性
は
。

町
長

　

９
月
１
日
現
在
で
20
％
。
札
幌
冬

季
オ
リ
・
パ
ラ
招
致
に
絡
め
要
望
活

動
を
行
う
。
ま
た
、
本
町
の
駅
周

辺
整
備
計
画
の
策
定
は
、
開
業
前

倒
し
を
意
識
し
、
進
め
て
い
る
。

あと10年…残された時間は長くはない

北
海
道
新
幹
線
　

　
札
幌
延
伸
に
伴
う
課
題

問
　

旧
胆
振
線
跡
地
宅
地
造
成
地
へ

の
懸
念
、
町
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

問
　

掘
削
土
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
他
自
治
体
の
掘
削
土
収
容

②
大
和
へ
の
対
策
土
搬
入

③
運
搬
経
路
の
町
道
補
修

町
長

①
北
海
道
か
ら
検
討
要
請
は
あ
っ
た

が
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
の
正
式

な
要
請
は
な
い
。

②
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
は
万
全
の
対

策
を
施
す
よ
う
申
し
入
れ
、
近
隣

環
境
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
管
理

す
る
。

③
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
修
繕
方
法
や

箇
所
、
時
期
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。

町
長

　

５
年
間
の
転
売
等
の
制
限
、
最

終
販
売
価
格
１
坪
８
万
円
程
度
の

見
込
み
に
変
更
は
な
い
。
一
般
公
募

に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
の
予
定
。

完
成
に
向
け
安
全
作
業
に
努
め
る
。

問
　

高
架
化
の
騒
音
・
落
雪
・
日
照

権
な
ど
、
町
民
の
不
安
払
拭
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

町
長

　

工
事
の
施
工
に
当
た
っ
て
は
、
近

隣
住
民
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
対

策
が
施
さ
れ
る
よ
う
鉄
道
・
運
輸
機

構
に
引
き
続
き
申
し
入
れ
る
。

問
　

並
行
在
来
線
の
存
廃
を
判
断
す

る
上
で
重
要
な
旅
客
輸
送
密
度
、

収
支
の
現
状
、
今
後
の
修
繕
費
な

ど
、
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線

対
策
協
議
会
で
示
さ
れ
た
資
料
の

内
容
は
。

町
長

　

新
聞
記
事
の
掲
載
内
容
と
示
さ

れ
た
資
料
の
内
容
は
一
致
し
て
い
る

が
、
取
扱
注
意
の
資
料
で
も
あ
り
、

詳
細
に
つ
い
て
は
公
表
を
控
え
た

い
。

問
　

駅
周
辺
整
備
計
画
の
策
定
、
駅

周
辺
は
変
貌
著
し
い
が
、
整
備
計

画
の
前
提
条
件
は
整
備
構
想
か
、

或
い
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
。

町
長

　

現
状
の
課
題
や
分
析
な
ど
最
新

の
状
況
で
整
備
、
ま
た
過
去
の
委

託
調
査
な
ど
の
成
果
も
踏
ま
え
整

理
す
る
。
そ
の
上
で
、
駅
周
辺
整

備
構
想
で
の
検
討
内
容
を
よ
り
具

体
的
に
現
実
性
の
高
い
計
画
と
し

て
商
工
会
議
所
、
観
光
関
係
者
、

交
通
事
業
者
、
近
隣
市
町
村
な
ど

と
も
調
整
を
図
り
つ
つ
、
整
備
計

画
を
策
定
す
る
。

問
　

今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
議
論

を
無
駄
に
し
て
は
い
け
な
い
が
、

そ
れ
ら
に
縛
ら
れ
過
ぎ
て
は
全
く

現
実
味
の
な
い
実
現
不
可
能
な
計

画
に
成
り
か
ね
な
い
。
ま
ず
は
ス

ピ
ー
ド
感
、
そ
の
上
で
、
で
き
る

こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
見
切
り
、

割
り
切
り
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長

　

本
当
に
残
り
わ
ず
か
な
時
間
、

あ
っ
と
い
う
間
だ
と
思
う
。
し
っ
か

り
整
理
し
、
具
体
的
に
現
実
性
の

高
い
計
画
の
策
定
に
努
め
る
。

（JR北海道H５系 提供：JR北海道）
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一般質問　木
き む ら

村　聖
せ い こ

子　議員

町遊休地利活用等で各福祉団体と連携をし、

町長　福祉事業所とも協議、協力して検討していきたい

問
　

本
町
の
65
歳
以
上
で
戸
建
て
住

宅
の
独
居
暮
ら
し
と
夫
婦
暮
ら
し

は
、
合
計
で
約
２
０
０
０
戸
強
。

雪
の
間
口
処
理
の
解
消
が
前
進
で

き
な
い
と
、
障
が
い
者
や
高
齢
者

の
方
が
本
町
に
長
く
住
み
続
け
る

こ
と
が
、
困
難
に
な
る
と
考
え
る
。

　

福
祉
の
住
み
替
え
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

１
．
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
民

間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
者
支
援
方

策
や
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

等
の
供
給
な
ど
、
住
生
活
基
本
計

画
や
福
祉
計
画
等
に
よ
る
今
後
の

取
り
組
み
。

２
．
旧
東
陵
中
の
利
活
用
を
検
討

し
て
い
た
社
協
な
ど
が
計
画
を
断

念
し
た
が
、
町
と
し
て
も
町
遊
休

地
等
の
利
用
に
よ
り
各
福
祉
団
体

と
の
連
携
を
密
に
し
た
事
業
展
開

を
検
討
、
福
祉
施
策
を
前
進
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

１
．
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
支
援

は
、
民
間
資
本
に
よ
る
手
法
を
考

え
て
お
り
、
導
入
先
進
地
の
帯
広

市
な
ど
か
ら
情
報
を
入
手
し
、
今

年
度
は
視
察
等
を
計
画
し
て
い
る
。

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
な
ど

の
供
給
は
、
当
初
予
定
か
ら
遅
れ
て

お
り
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
早

急
に
取
り
組
む
。

　

公
営
住
宅
の
福
祉
的
利
用
と
し

て
社
会
福
祉
法
人
が
障
が
い
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
も
可
能
だ
が
、

本
町
は
空
き
住
宅
が
な
い
た
め
、
再

検
討
が
必
要
。
庁
舎
内
で
横
断
的

な
情
報
共
有
を
行
い
、
不
動
産
事

業
関
係
者
、
福
祉
事
業
関
係
者
か

ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
効
性
あ

る
取
り
組
を
し
て
い
く
。

２
．
サ
高
住
の
み
な
ら
ず
、
相
談
支

援
事
業
所
、
障
が
い
者
就
労
事
業

所
や
入
居
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
養
護
施
設
な
ど
、
い
ず
れ
も

場
所
と
人
員
の
不
足
が
課
題
。
事

業
所
な
ど
の
複
合
化
に
よ
り
、
例
え

ば
厨
房
や
人
員
の
配
置
、
高
齢
に

よ
る
要
資
格
者
の
配
置
基
準
な
ど
、

効
率
的
に
行
え
る
こ
と
を
聞
い
て
い

る
。

　

福
祉
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
町

内
の
福
祉
事
業
所
と
協
議
、
協
力

し
検
討
し
て
い
く
。

福祉施策を前進させるべき

問
　

障
が
い
者
な
ど
の
支
援
に
つ
い

て
、
羊
蹄
山
麓
地
域
自
立
支
援
協

議
会
の
住
宅
に
関
す
る
部
会
に
前

町
長
も
出
席
す
る
な
ど
、
最
終
的

に
平
成
29
年
に
町
有
地
利
活
用
等

に
関
す
る
要
望
書
が
町
に
提
出
さ

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
無
回
答
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
後
の
進
捗
は
ど

う
な
っ
た
か
。

福
祉
医
療
課
長

　

こ
の
間
、
何
も
動
い
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
９
月
定
例
会
が

終
了
後
、
そ
の
事
業
者
な
ど
と
福

祉
課
で
協
議
を
す
る
こ
と
で
日
程

調
整
し
て
い
る
。
町
長
も
代
わ
っ
た

の
で
改
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。
進

捗
状
況
は
所
管
委
員
会
な
ど
に
報

告
す
る
。

問
　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
災
害

時
に
町
民
や
観
光
客
な
ど
が
冷
静

に
対
処
す
る
た
め
に
も
発
災
時
情

報
の
正
確
性
、
迅
速
性
は
重
要
と

考
え
る
。
ま
た
、
誰
に
と
っ
て
も

情
報
を
入
手
し
や
す
い
こ
と
が
重

要
だ
が
、
本
町
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

１
．
防
災
無
線（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー・

戸
別
受
信
機
）、
S
N
S
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
頻

度
・
情
報
量
。

２
．
障
が
い
者
や
聴
力
の
弱
い
高
齢

者
の
方
は
、
防
災
無
線
で
の
情
報

伝
達
は
難
し
い
と
想
像
さ
れ
る
が
、

「
情
報
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
　

  

デ
ザ
イ
ン
化
」
に
つ
い
て

多
く
の
方
が
所
持
し
て
い
る
携
帯

電
話
メ
ー
ル
や
ア
プ
リ
な
ど
に
よ

る
通
知
機
能
を
利
用
し
て
は
ど
う

か
。
防
災
無
線
含
め
複
数
の
発
信

手
段
を
使
い
補
完
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

１
．
種
別
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
同
一
な

情
報
量
、
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
し

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
発
信
手
段

を
用
い
て
気
象
台
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
空
振
り
を
恐
れ

ず
に
、
住
民
が
事
前
の
準
備
や
避

難
す
る
時
間
を
十
分
確
保
で
き
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
誰
が
い
つ
何
を
す

べ
き
か
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

発
信
す
る
よ
う
努
め
る
。

２
．
聴
覚
障
が
い
者
の
方
に
は
文
字

盤
付
き
の
戸
別
受
信
機
を
配
布
し

て
い
る
が
屋
外
に
い
る
時
や
聴
力

の
弱
い
方
な
ど
に
対
し
て
は
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
や
防
災
ア
プ
リ
な

ど
に
よ
る
配
信
の
方
が
よ
り
伝
わ

る
確
率
が
高
く
な
る
点
は
、
指
摘

の
と
お
り
と
考
え
る
。

　

よ
り
多
く
の
人
に
わ
か
り
や
す

く
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
情
報
発

信
の
多
重
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
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１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

■ 請願書の付託

「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」提出に
ついての請願書が第３回定例会初日に付託されまし
た。
　昨年も同様の内容の陳情書が提出され、総務常任
委員会では不採択と結論を出しておりますが、新た
な視点も加え、再度慎重審議を進めています。

■ 第６次総合計画（案）について

　令和２年度から１３年度に行われる町づくりの総合
的な計画（案）の報告を求めました。行政は計画に無
いものはほぼ取り組めません。そこに議会としての視
点を加え、住民の意見を反映させるべく、調査を進め
ております。

■ 旧東陵中学校の視察

　庁議の議事録で報告された、取り壊しが検討され
ている旧東陵中学校について、視察を行いました。
　これまで旧校舎利用を検討したいとして、語学学
校兼寄宿舎としての利用や、福祉施設としての利用
を検討していた民間企業や福祉団体より、それぞれ
断念する連絡があり、町は解体を進めたいとしてい
ます。
　委員からは、耐震工事が行われた施設であること
や、統廃合後の利活用計画がほぼ行われてこなかっ
たことへの意見が多く出されています。委員会と
しては、他の公共施設との兼ね合いや利活用方法な
どについて、さらに調査を進めることを決定しまし
た。

総務常任委員会

常任委員会報告

貴重な遊休町有地を活用した、まちづくりが望まれる有効活用が強く望まれる旧東陵中学校の体育館

■ 遊休町有地の視察

　令和元年８月３０日、市街地に所在する旧給食セ
ンター跡地や、倶知安・みなみ保育所跡地など、遊
休町有地５カ所の視察を行いました。
　住宅問題や福祉施設の不足など、これからの町づ
くりに活用できるよう、委員会で調査を進めて参り
ます。
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１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

陳情書の審査
　現在、本委員会では「『貸与型奨学金の抜本的改
革促進に関する意見書』上申に関する陳情書」に対
する審査を行っています。
　本陳情書は、９月の第３回定例議会にて、本委員
会へ付託審査になったものです。
　審査の冒頭では、陳情者の方に出席をいただき、
陳情の趣旨説明をいただいています。
　さらに審査を積み重ね、次回の定例議会において
審査結果を報告することとしています。

社会教育施設の調査
　１０月１７日、各施設の利用状況や施設状況等を
把握するため、町内の社会教育施設の現地調査を行
いました。

　① 学校給食センター
　② 小川原脩記念美術館
　③ 風土館
　④ 公民館、図書室
　⑤ 絵本館、世代交流センター
　⑥ 総合体育館
　⑦ 旭ケ丘スキー場
　⑧ 野球場
　⑨ テニスコート
　⑩ プール
　⑪ 旭ケ丘公園多目的広場
　⑫ パークゴルフ場
　⑬ ソフトボール球場「きたろくグラウンド」

　施設を管理する担当者から、利用状況や施設の維
持管理体制などについて説明を受けました。各施設
とも１０数年から５０年近くが経過し老朽化が進ん
でいることから、維持管理について苦慮している実
態を確認しました。
　今回の現地視察の中で、各委員から特に次の指摘
をいたしました。

・ 風土館の経年劣化に伴う雨漏り拡大、早期修繕
・ 小川原美術館の早急なLED照明化、トイレ小規模
　 改修
・ 図書室の狭隘、立地の不便さ
・ 絵本館、世代交流センターのあり方
・ 旧ジャンプ台の早期撤去
・ 室内プールの老朽化に伴う大規模改修
・ 総合体育館の雨漏り、早期改修
・ 総合体育館及びスキー場のLED照明化　等々

　今後も町民の皆さんに安全・安心して利用してい
ただけるよう、常任委員会として施設設備について
議論を重ねていきます。
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１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

１０月７日 町内現地視察を行いました

①新幹線トンネル工事掘削土運搬経路の道路破
　損状況

　掘削土運搬経路の道路の状況を確認し、出雲会館前
などをはじめ、路盤の凹み・破損しているところは農
家車両が通過する際に非常に危険なため、鉄道・運輸
機構や地域と随時連絡を密にして修復に努めるよう建
設課に指摘しました。

②ひらふ方面に送水する新設３号井戸、既存　
　１号・２号井戸の調査

　現在、急激に増加するひらふ地区のホテル建設など
に対応するための３号井戸の新設工事をしています。
工事完了は令和２年１月、１日当たり約９６０ｔを供
給できる見込みです。
　また、本年３月に報告された１号・２号各５００
ｔ/日の増量工事計画は、現況調査の結果、地層の空
洞化やスクリーン腐食が発見され、９月に緊急修繕を
行ったものの、増量はできないと報告がありました。
今後は新たな井戸の調査を行いたいとのことです。
　給水区域内での大規模開発があり、今後供給水量の
確保が懸念されることから、水道事業変更の申請をし
ました。水道事業は、工事費用が多額に及ぶため、今
後も継続して調査を行います。

③旧胆振線跡地宅地造成工事の進捗

　委員会では先に提出した陳情書報告のとおり、工事
に係わる状況を６月以降より注視しています。９月に
は雨水・排水対策に伴う擁壁、暗渠排水等を追加する
工事の契約がありました（１８２５万円）。これに伴
い、現地状況を確認しました。

④町道西３丁目南通・倶登山橋橋梁架替工事

　１回目入札不調により工事期間・契約内容を再検討
し、下部工事のみを８月２８日に再度入札を行いまし
た（１億１０３３万円）。下部工事期間は令和２年３
月２０日まで。
　新橋完成予定は令和３年１１月、カーブが緩和さ
れ、路肩左右１ｍ増、片側に歩道が設置される予定で
す。

経済建設常任委員会 　本委員会は月２回を定例開催とし、必要に応じて臨時
開催し調査を行っています。
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１．所管事項
　議会活動の町民への広報に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　原田　芳男　　副委員長　小川　不朽
　委　員　波方　真如　　　委　員　田中　義人
　委　員　作井　繁樹

広報特別委員会

特別委員会報告

　広報特別委員会での活動は、主に議会活動の町民へ
の広報に関することです。

■ 議会広報の発行
（３月・６月・９月・１２月の年４回発行）

■ 議会ホームページ内での各委員会等の情報提供

　本特別委員会では「読みやすい広報」を目指し、編
集の工夫や掲載内容について議論をしております。
　また、読者からのご意見・要望等をお寄せ頂ければ
幸いです。

　特別委員会とは、委員会のうち、必要のある場合や
特定のことを審査するために設置される委員会のこと
をいいます。

１．所管事項
　自衛隊駐屯地に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　門田　　淳　　副委員長　森下　義照
　委　員　森　　禎樹　　　委　員　佐藤　英俊
　委　員　鈴木　保昭

自衛隊駐屯地特別委員会

　自衛隊駐屯地特別委員会では、主に倶知安駐屯地へ
の自衛隊拡充に関する要望等の活動を行います。

＜特別委員会の取り組み＞

①令和元年１１月１日（金）に自衛隊道段階要望等を
　札幌市において行いました。（下記写真）

②令和元年１１月１５日（金）に自衛隊中央要望等を
　東京都において行いました。

　なお、今後も倶知安駐屯地拡充に向けて要望活動を
進めていきます。

「読者目線で親切な広報誌を作るには」をテーマに講演された
（令和元年8月20日 議会広報研修会：札幌市）
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本
年
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
農
作
業
も
順
調
に
進

み
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
農

産
物
は
豊
作
と
な
り
ま
し

た
。

　

20
カ
国
・
地
域
か
ら
な
る

観
光
大
臣
会
合
「
G
20
」

が
、
10
月
25
日
か
ら
２

日
間
の
日
程
で
ニ
セ
コ

H
A
N
A
Z
O
N
O
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、「
持
続
可
能
な
観
光
」

を
テ
ー
マ
に
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
約
２
５
０
名
が

参
加
さ
れ
、
様
々

な
お
も
て
な
し
の

中
で
北
海
道
・
倶

知
安
町
の
魅
力
を

大
い
に
感
じ
て
い

た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。

　

会
合
に
合
わ
せ
、

本
町
と
姉
妹
都
市

で
あ
り
ま
す
、
ス
イ

ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

市
長
が
ス
イ
ス
代

表
団
と
共
に
来
町

さ
れ
ま
し
た
。
二

世
古
酒
造
な
ど
を

視
察
し
た
あ
と
、

姉妹都市サンモリッツ市長・スイス代表団との交流会を行いました
（令和元年 10 月 27 日）

　
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
ス
ク
ー
ル

の
皆
さ
ん
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
か
ら
の
交
換
留

学
生
３
名
が
来
町
し
、
町

内
の
高
校
生
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
受
け
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
さ
ま
で
し
た
。

　
（
議
長　

盛
多　

勝
美
）

　
議
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

議会のQ＆A

　Q.議長の役割とは？

　A.主な仕事は下記の3点となります。
　① 本会議の進行
　② 議会内の調整
　③ 各種行事への出席

　Q.議長や副議長はどうやって決める？

　A.議員間での選挙によって決まります。
　 　　　　　　　               （地方自治法103条）

      選挙を行う際には、議場を封鎖して無記名により   
      投票し、立会人（議員）が投票の確認を行った上 
      で当選人が決定します。

　Q.一般質問とは？

　A.議員が執行機関（町）に対して、行政全般に
　　ついて見解を質問すること。

　　一般質問は定例会に限って許される。
　　ほかにも客観的に緊急性が認められ、議会の同意
　　を得て行われる緊急質問がある。

　Q.議案とは？

　A.議会の議決を経るために、町長・議員・
　　 委員会が議長に提出する案件のこと

　① 団体意思の決定に関する議案（条例・予算）
　② 機関意思の決定に関する議案（決議・意見書）
　③ 町長の事務執行の前提になる議案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （人事案件など）

　Q.請願と陳情の手続きの違いは？

　A.下記のような違いがあります。

　　 請願…議員の紹介が必要
　　 陳情…議員の紹介は必要ありません

　請願とは…
　　国又は地方公共団体等の公共団体に対し、一
　　定の措置をとるよう、あるいはとらないよう
　　希望し、申し出ること。

　陳情とは…
　　国又は地方公共団体等の機関に対し、利害関
　　係のある者が、その実情を訴えて、相当の措
　　置を要望する事実上の行為のこと。

ここでは、議会に関する疑問や質問についてQ&A形式でいくつか掲載をしています。
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町民の広場
「自然や景観は自分たち　
　で守る」という決意を

師
も ろ い

井　邦
くにたけ

竹 さん（４０歳）
職　業：医師
趣　味：スノーボード

　

羊
蹄
山
か
ら
朝
日
が
昇
る
、

そ
の
景
色
が
好
き
だ
。
横
目
で

眺
め
な
が
ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

す
る
。
冬
は
早
朝
に
１
本
だ
け

の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む
。

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
ら
、
気
分

は
爽
快
。
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
シ
グ
リ
農
園
の
コ
ー
ヒ
ー
を

ド
リ
ッ
プ
す
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
の
よ
う
な
ア
ロ
マ
が
漂
い
始

め
る
。
診
察
室
の
扉
を
開
け
、

電
子
カ
ル
テ
の
前
に
腰
を
下
ろ

す
。
そ
し
て
羊
蹄
山
を
眺
め

な
が
ら
考
え
る
。「
今
日
は
ど

ん
な
患
者
さ
ん
が
来
る
の
だ
ろ

う
。」
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
た

患
者
さ
ん
が
来
て
、
ど
ん
な
知

識
や
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る

か
、
今
は
分
か
ら
な
い
。
不

安
と
興
奮
が
こ
み
あ
げ
て
く
る

が
、
そ
れ
が
総
合
診
療
医
と
し

て
の
運
命
で
あ
り
、
や
り
甲
斐

な
の
で
あ
る
。
外
来
診
療
は
ま

さ
に
十
人
十
色
。
倶
知
安
が
地

元
の
人
。
仕
事
や
家
庭
の
事
情

で
来
た
人
。
旅
行
で
来
た
人
。

生
ま
れ
た
と
こ
ろ
や
、
育
っ
た

と
こ
ろ
、肌
や
眼
の
色
が
違
う
。

健
康
問
題
は
様
々
あ
る
が
、
概

ね
共
通
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

我
々
は
皆
同
じ
、
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
で
あ
る
か
ら
。
さ
ら
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、「
倶
知

安
が
好
き
だ
。」
と
い
う
気
持

ち
で
あ
る
。
こ
の
雄
大
な
自

然
が
人
々
を
魅
了
し
て
い
る
の

だ
。

　

国
際
化
の
波
は
容
赦
な
く
こ

の
地
に
も
押
し
寄
せ
た
。
数
十

年
前
に
は
な
か
っ
た
高
級
な
宿

泊
施
設
が
建
ち
並
ぶ
。
贅
沢
の

限
り
を
知
り
尽
く
し
た
世
界
中

の
お
金
持
ち
が
、
こ
の
地
を
虎

視
眈
々
と
眺
め
て
い
る
。
開
発

は
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
い
き
、
森
林
は
伐
採
さ
れ
、

新
た
な
建
物
や
電
線
が
羊
蹄
山

を
覆
う
。
こ
の
開
発
は
、
い
つ

ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。
森
林

や
畑
が
な
く
な
り
、
水
は
不
足

し
、
空
に
は
電
線
が
蜘
蛛
の
巣

の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
ま

で
な
の
か
？

　
「
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
は
、
無

計
画
な
開
発
で
狭
い
と
こ
ろ

に
高
い
建
物
が
で
き
て
、
眺

め
も
悪
く
な
っ
た
」
そ
う
言
っ

て
、
こ
の
地
を
離
れ
、
白
馬
村

に
行
く
者
が
い
る
。
白
馬
村

は
、
バ
ブ
ル
期
に
乱
開
発
が
始

ま
り
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

開
発
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
た
。
お

祭
り
の
後
に
残
さ
れ
た
の
は
無

秩
序
な
街
並
み
。そ
の
反
省
で
、

「
環
境
基
本
条
例
」
や
「
無

電
柱
化
条
例
」
が
策
定
さ
れ

た
。
現
在
は
、
失
わ
れ
た
景
観

を
取
り
戻
そ
う
と
地
域
住
民
が

行
政
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
失
わ
れ
た
自
然
や
景

観
は
そ
う
簡
単
に
は
取
り
戻
せ

は
し
な
い
。
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ

ト
だ
、
大
和
ハ
ウ
ス
だ
と
か
、

大
型
投
資
で
町
は
浮
か
れ
て
い

る
が
、「
他
力
本
願
」
で
は
ダ

メ
だ
。
景
観
を
保
護
す
る
た
め

に
は
、
明
確
な
方
針
と
制
度
が

な
い
限
り
は
、
少
し
で
も
安
価

に
早
く
開
発
を
行
い
た
い
と
い

う
企
業
倫
理
が
先
行
す
る
の
は

避
け
ら
れ
な
い
。
今
日
も
至
る

所
で
開
発
の
音
が
聞
こ
え
て
く

る
。町
民
と
行
政
が
一致
団
結
し
、

「
自
然
や
景
観
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
決
意
を
持
っ
て
、

早
急
な
制
度
づ
く
り
を
願
う

日
々
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）

編
集
後
記

　　

10
月
か
ら
消
費
税
率
が

８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
幅
広
い

分
野
で
増
税
分
が
価
格
に

転
嫁
さ
れ
、
物
流
・
人
件

費
高
騰
で
食
品
な
ど
の
値

上
げ
が
既
に
相
次
い
で
い

ま
す
。
増
税
と
値
上
げ
の

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
暮
ら
し

の
影
響
が
心
配
で
す
。

　
「
議
会
広
報
く
っ
ち
ゃ

ん
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
、

町
政
や
議
会
を
身
近
に
感

じ
、
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
会
議
・
委
員
会
等
の

会
議
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
が
選
ん
だ

議
員
の
活
動
や
町
政
の
方

向
等
を
知
る
た
め
に
も
ぜ

ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

（
副
委
員
長  

小
川 

不
朽
）

議会を傍聴してみませんか？

　　議会は倶知安町役場庁舎 3 階の議場にて行われています。（定例会は 3 月・６月・９月・12 月の年 4 回）
　議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。
　　なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

　　　　　　　　連絡先　議会事務局（直通）：０１３６-56-8016
　　　　　　　　　　　　　　 メールアドレス：gikai@town.kutchan.lg.jp

　　　　　　　
第 4 回定例会は 12 月 2 日（月）から開会の予定です。
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